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令和３年１１月

普 及 活 動 報 告

ほ場整備予定農地の土壌調査を実施

～亀岡市西別院町～

（亀岡市：５日）

亀岡市西別院町神地地区で予定され
こ う ぢ

ているほ場整備のため、依頼された土

壌調査を若い職員の研修も兼ねて実施

しました。

近年、土壌調査を実施する機会がほ

とんど無かったことから、若い職員の

知識と技術習得のため、事前に調査項

目や実施方法の研修を行った上で、土

壌調査を実施しました。

谷間の農地であることから、湧水の

ある地点や乾きやすい地点等、土壌の

違いが見て取れました。今後は、栽培

しやすい農地にするための意見書作成

を行い、ほ場整備後の営農に活かせる

よう地元支援に繋げます。

場 所 西別院町神地地区ほ場
こ う ぢ

出席者数 １０名

京都府南丹農業改良普及センター

複数人で各調査項目を検討

ほ場整備実施予定：令和７年度（農地面積10ha）

わき水のある調査地点
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令和３年１１月

普 及 活 動 報 告

～新たな担い手の今後の活躍に期待～

京都丹波就農サポート講座修了式を開

催

（８日）

講義(土壌肥料及び農業経営)に引き

続き修了式を開催し、普及センター所

長の激励の言葉と修了生が一人ずつ受

講の感想や今後の営農に向けた抱負を

述べました。

受講生からは、「農業の後継ぎとし

て頑張っていきたい」「将来自分で直

売所を設置したい」等の力強い言葉が

寄せられました。今後も普及センター

は、円滑な就農や栽培技術の習得、経

営の早期確立に向けて支援していきま

す。

場 所 園部総合庁舎

出席者数 ２１名

京都府南丹農業改良普及センター

土壌肥料についての講義

平成８年度に「船井就農講座」として開始した本講座は、コロナ禍により

中止した昨年度を除き、25年間で受講生が累計504名となりました。

修了式の様子
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令和３年１１月

普 及 活 動 報 告

令和４年産稲作栽培研修会を開催

～亀岡市西別院町～

（亀岡市：１２日）

西別院町の犬甘野営農組合では、組

合員がエコファーマーの認定を受け、

統一の栽培暦で特別栽培米を生産・直

売しています。

来年産の栽培に向けた研修会が開催

され、普及センターからはエコファー

マーの取組における農薬・肥料の使用

回数、使用量の注意点を説明し、新し

く登録された農薬等を紹介しました。

出席者からは、雑草防除対策や生育

初期の低温期における分けつ促進のた

めの施肥のポイント等について、活発

な質問がありました。普及センターは

今後も、環境にやさしい農法に取り組

む同営農組合の活動を支援していきま

す。

場 所 犬甘野営農センター

出席者数 １６名

京都府南丹農業改良普及センター

水稲栽培について説明

犬甘野営農組合エコファーマー認定者：42名
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令和３年１１月

普 及 活 動 報 告

南丹地域農村女性・加工研究会が交流

会を開催

（亀岡市：１７日）

コロナ禍で実施できなかった交流会

が２年ぶりに開催されました。各会員

から最近の活動状況や開発した加工品

について発表された後、意見交換が行

われました。また、会員が持ち寄った

加工品の販売を行い、新たな商品開発

や販売のための情報交換が行われまし

た。

参加者は、活動方法や加工原料であ

る栗、小豆の下処理方法や保存方法な

どについて情報交換を行い、交流会終

了後も熱心に交流を図っていました。

今後も普及センターは、農村女性に

よる６次化の取組を支援していきます。

場 所 園部総合庁舎

出席者数 ２８名

京都府南丹農業改良普及センター

各会員から近況を報告

会員は、グループ会員31名（６グループ）、個人会員７名で、今回の

交流会をきっかけに新たに１名が加入されました。

持ち寄った加工品の一部


